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環境関連技術 ２６ ２５ ２８
情報関連技術 ２１ ２４ １０
生命関連技術 ２６ １７ ３７
災害関連技術 ８ １１ ９
新エネルギー関連技術 １０ １１ ６
















95 2024 災害 7
2 サービス
31　廃棄工業製品の処理技術が大幅に発達し、最






















































































































































89 2019 情報 79













































































































88 2011 環境 72






















































































22　性能 10GOPS（Giga Operations Per Second）程
度でかつ消費電力 10 ミリワット以下のプロセッサ LSI
が開発される。










13　TOPS(Tera Operations  Per  Second)級のマイ
クロプロセッサが実用化される。






























































































































84 2015 情報 38




























































85　1 チップ当たり 1 テラビットのメモリが実用化され
る。
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































非実現率 技術 社会 ニーズ コスト 代替 その他
交通・運輸 68% 33% 7% 10% 18% 0% 0%
エネルギー 63% 24% 9% 12% 16% 1% 0%
鉱物資源・水資源 53% 23% 4% 6% 19% 0% 0%
宇宙 32% 16% 4% 4% 6% 0% 1%
通信・情報・エレ 31% 19% 4% 3% 2% 4% 0%
ライフサイエンス 23% 17% 5% 0% 0% 0% 0%
都市・土木・建築 22% 8% 10% 3% 1% 0% 0%






























2007 情報・通信 23 世界中どこからでも通話可能な携帯端末が普及する。
2008 情報・通信 12 手帳サイズの携帯端末を用いて世界中どこからでもマルチメディア通信ができるシステ
ムが普及する。
農林水産・食品 1 作物(稲を例として)の全DNAの塩基配列が決定され、有用遺伝子が単離される。


































































交通 26 燃料電池(Fuel Cell)を搭載した、電気自動車が普及する。
















2016 情報・通信 79 地震検知システムに連動し、非直下型地震の地震波到達までの時間を利用して人命の
安全確保を図るビルディング統合管理システムやホームセキュリティシステムが実用化さ
れる。









































2019 情報・通信 50 ソフトウェア検証技術が進み、誤りのない大規模ソフトウェアの短期開発が可能となる。











2021 資源・エネルギー 49 高レベル放射性廃棄物の固化体の処分技術が実用化される。
2022 資源・エネルギー 28 メタンハイドレートの採掘技術が実用化される。
材料・プロセス 62 常温以上に転移点をもつ超電導体が開発される。
2023 ライフサイエンス 34 神経回路網の形成メカニズムの全貌が分子レベルで解明される。
ライフサイエンス 35 学習・記憶とシナプス可塑性の関係が解明される。
2024 海洋・地球 55 被害の発生が予想されるマグニチュード7以上の地震の発生の有無を数日程度以前に
予測できる技術が開発される。
2025 ライフサイエンス 41 臓器移植や人工臓器による治療において組織工学により再生された組織や臓器が、半
数以上を占めるようになる。
2026 都市・建築・土木 4 地殻の歪みの分布や過去の地震履歴の分析等により、中期的(5～10年程度先)な大規
模地震(M8以上)の発生を予測する技術が日本で実用化される。
2027 環境 39 世界の二酸化炭素の大気中への排出量が1990年の20％減まで低下する。
2028 ライフサイエンス 36 脳による論理的な推論の機構が解明される。
2029 資源・エネルギー 61 超電導ケーブルを用いた電力ネットワークが実用化される。
2030 資源・エネルギー 48 長寿命核種の分離変換技術が実用化される。












































189 18 33 49 93 81 12 72 7
18  一月2000円以下で大容量ネットワーク(150Mbps)を自由に利
用できる環境が実現する。 196 18 35 47 92 89 3 81 12
50  ソフトウェア検証技術が進み、誤りのない大規模ソフトウェア








169 14 25 62 86 93 3 68 4
12  手帳サイズの携帯端末を用いて世界中どこからでもマルチメ
ディア通信ができるシステムが普及する。 206 21 40 39 85 80 8 79 11
10  ディスプレイを含むパソコンの新製品において再利用の部品
数が90％を超える。 155 4 20 76 84 28 89 12 1
15  １本の光ファイバあたり1Peta bps以上の大容量伝送を可能と




141 18 21 61 81 98 6 11 1
21  数十Gbpsのスループットを実現する超高速コンピュータ通信
プロトコルが開発される。 139 21 27 53 81 91 11 29 15
20  悪性ウイルスを自動検知し、これに対処するワクチンを自動
生成する技術が開発される。 163 13 25 61 81 71 10 66 6
17  屋外使用時の通信速度が30Mbpsの移動通信端末が普及す
る。 172 19 31 49 80 77 3 79 4





























































































































13 2 14 93 12 2 53 24 29 48 17 17 26 2 0 18 15 1
2 1 30 92 10 1 6 12 13 31 28 75 5 2 2 13 17 1
30 5 22 88 15 0 56 23 38 56 6 2 3 1 0 10 4 0
6 4 80 22 3 0 25 45 58 56 6 7 2 1 2 12 1 0
1 1 38 92 17 1 18 25 30 50 14 54 26 1 0 37 16 1
1 1 85 67 29 0 14 26 16 50 30 54 2 1 1 16 33 1
7 2 57 27 53 1 8 41 21 36 12 6 57 0 12 6 1 3
4 1 82 73 5 0 20 29 47 70 2 5 0 1 2 7 5 2
1 1 26 94 9 0 22 28 20 24 23 69 6 0 0 25 7 2
1 2 24 95 7 1 40 22 42 65 6 7 0 1 1 12 8 1
20 5 7 92 5 2 60 16 40 36 15 7 13 0 0 18 12 1
0 0 82 75 31 1 11 20 24 58 14 44 1 1 4 18 10 0
2 1 82 77 56 0 10 17 15 37 14 68 4 1 1 22 17 0
5 4 19 90 12 1 35 30 32 52 10 16 28 0 0 20 32 1
























































































































































































































































































































































































 6  10nmの最小寸法を持つLSIパターンを、量産加工できる技術
が実用化される。 191 43 36 21 91 95 5 27 15
25  世界中で使用できる100Mbps程度のマルチメディア無線携
帯端末が普及する。 171 8 34 58 90 88 6 73 4
10  不揮発性で書き換え可能な 100Gビット以上のランダム アク
セス半導体メモリが実用化される。 180 39 34 27 88 93 2 33 7
22  性能10GOPS（Giga Operations Per Second）程度でかつ消
費電力10ミリワット以下のプロセッサLSIが開発される。 162 20 38 41 86 94 14 42 4
13  TOPS(Tera Operations  Per  Second)級のマイクロプロセッサ
が実用化される。 161 17 36 47 86 92 7 33 11




136 16 24 60 85 94 1 11 4
 7  1チップ当たり256Gビット以上の記憶容量を持つ超LSIが実用




141 11 30 59 85 87 4 51 1
11  クロック周波数50GHz以上のLSIが実用化される。 193 28 45 27 84 92 3 31 9
37  100Gbpsの信号1000チャンネルを多重化して1本の光ファイ
バで伝送できる光多重通信装置が実用化される。 134 25 24 51 84 93 7 49 5
 1  単原子・単分子を操作する技術がデバイス作製や遺伝子操
作の技術として実用化される。 192 17 36 47 83 79 11 20 49
17  実時間で論理機能を変更する100Mゲート規模のLSIが実用
化される。 156 20 40 40 81 92 3 31 9
24  カードサイズの自動通訳システム（音声入・出力）が実用化さ
れる。 164 4 30 65 81 76 5 87 10
62  1平方インチ当たり1テラビットの記録が可能な磁気記憶ハー





















































































































2 0 85 86 8 9 30 60 49 71 4 2 1 1 5 4 1 2
1 1 81 82 49 0 26 36 42 65 16 21 2 1 2 12 10 2
2 1 88 74 4 5 32 52 53 74 4 2 1 1 4 3 0 1
3 5 53 93 4 2 51 44 51 71 8 1 1 0 4 4 1 2
0 7 20 94 3 0 50 52 55 66 9 1 0 0 2 4 1 2
3 2 76 77 17 0 15 29 40 60 23 42 3 0 2 5 6 2
0 2 21 96 8 1 65 47 43 57 15 1 0 0 1 1 2 1
2 1 86 74 6 24 26 53 48 75 3 2 1 1 5 2 1 2
0 4 57 77 21 0 38 43 40 65 17 15 1 0 1 9 3 1
3 4 42 93 7 1 45 49 52 70 7 1 0 0 4 6 0 2
3 4 83 78 10 0 25 37 54 78 4 15 1 0 2 3 2 3
1 1 52 94 13 0 55 47 60 59 5 3 2 0 12 16 48 1
1 6 44 84 4 1 48 49 49 67 10 2 0 0 2 4 1 1
0 3 84 57 13 0 27 48 38 66 15 1 0 0 2 6 7 2



























































































































































































































































































































































































128 20 34 46 93 43 2 95 27
 1  DNA塩基配列情報から新規のタンパク質機能を推測する手
法が開発される。 159 36 42 21 93 63 14 57 67
38  がんの転移を防ぐ有効な手段が実用化される。 141 15 35 50 93 39 2 95 14
37  ある種のがんの発生を予防する薬が普及する。 140 14 34 51 91 44 4 96 18
23  細胞がん化におけるシグナル伝達を制御して、がん細胞を
正しい分化の方向に誘導して正常化させる治療法が普及する。 140 19 41 39 91 37 2 90 34
82  食糧増産や環境保全のために、光合成機能を飛躍的に向




160 27 34 39 90 44 6 93 40
27  バンコマイシン耐性菌をふくむ多剤耐性菌に対する有効な
治療薬が実用化される。 115 13 36 51 90 34 13 95 11
24  幹細胞増殖に関与する要因が完全に把握され、試験管内で
必要に応じて幹細胞を増やし、治療に用いることが普及する。 142 23 36 41 89 32 4 89 41
17  分離した幹細胞から任意の臓器への分化が試験管内で可
能となり臨床応用される。 146 20 36 44 89 39 2 90 29
16  分化した動物細胞から目的とする臓器を再生する技術が開




145 24 31 45 88 27 6 97 24
31  微生物や植物によるバイオプラスチック等の生分解性プラス
チックの生産が全世界プラスチック生産量の過半数を占める。 102 8 32 60 88 60 93 25 10
 5  ゲノム高速解析技術が発達し、50種類以上の有用動植物の
全長ゲノム構造が明らかになる。 154 28 38 34 88 66 38 44 79





















































































































1 1 55 94 38 0 57 47 63 80 13 9 2 1 1 20 36 1
0 2 23 98 22 0 76 42 63 64 8 2 1 0 2 14 31 3
1 2 48 91 28 0 46 55 43 72 17 9 1 0 1 22 14 0
1 3 44 90 24 0 42 61 44 71 17 9 0 0 3 26 13 0
5 6 43 91 26 0 60 33 57 74 5 8 2 0 2 17 24 0
1 10 37 85 23 0 56 37 47 78 9 6 1 0 33 6 5 1
1 1 31 98 22 0 43 65 57 66 28 9 15 1 1 37 73 0
3 6 63 78 23 0 35 53 46 73 5 6 3 0 20 19 5 2
0 3 36 93 22 0 56 44 57 75 12 19 7 0 2 17 49 0
3 1 27 94 22 0 58 47 62 71 9 18 12 0 3 23 67 0
1 5 30 96 23 0 61 44 69 70 10 19 10 0 3 26 64 1
2 2 56 85 22 0 45 51 45 72 8 4 1 0 3 11 16 1
3 7 69 72 27 0 26 71 29 66 36 9 12 0 26 9 5 1
0 1 42 98 37 0 37 50 62 76 12 5 2 0 14 15 35 1
























































































































































































































































































































































































 4  がん化の機構が解明される。 126 23 44 33 89 41 11 90 21
 5  がんの転移の機構が解明される。 124 20 42 38 87 38 8 93 17
 9  動脈硬化の発症機構が解明される。 115 15 30 55 84 43 7 89 15
 6  アルツハイマー病の発症機構が解明される。 110 16 20 64 82 42 9 90 19
13  遺伝子診断に基づくがんの予防法が普及する。 129 13 42 45 81 46 12 88 16
19  ほとんどすべてのがんの血液検査による早期診断法が普及
する。 128 14 39 47 79 42 9 84 15
16  生活習慣病予防のための生活様式(栄養、休養、運動)の科
学的指針が普及する。 133 20 36 44 78 54 11 87 8
38  全てのがんの5年生存率の平均が70％を超える。 126 13 29 58 78 39 13 95 7
89  個体の老化機構が解明される。 108 11 21 68 75 38 19 76 50
74  高齢者の終末期における緩和医療が普及する。 122 16 30 55 72 28 10 91 11
73  胚性幹細胞を用いた障害臓器の再生治療技術が普及する。 93 6 20 73 71 39 16 82 25
42  がんの転移を防ぐ有効な手段が実用化される。 112 11 29 61 71 28 8 92 13
46  アルツハイマー病を完治させる治療法が開発される。 87 15 22 63 70 46 15 91 14
81  世界規模のサーベイランス システムにより、現在未知の強力
な病原体の出現が早期に明らかにされ、世界的な流行が事前に
阻止される。
83 16 14 70 70 47 73 69 18
86  個人のすべての検査結果、病歴、投薬等の医療情報をカー





















































































































0 2 40 94 21 0 62 43 69 83 2 7 1 0 2 11 28 4
1 1 39 95 22 0 60 42 68 82 3 5 2 0 1 14 23 3
0 3 31 91 24 0 61 48 68 82 2 3 0 0 1 13 17 3
0 2 22 91 15 0 57 38 74 79 2 4 4 0 0 16 36 3
5 1 27 91 22 0 59 40 78 76 9 12 10 0 0 26 57 2
9 3 35 82 22 0 44 52 65 76 14 2 2 0 2 17 34 4
1 0 44 80 26 0 59 44 61 65 7 5 0 1 1 11 17 4
9 6 52 88 25 0 60 51 69 80 6 6 1 0 0 13 16 3
7 4 34 85 22 0 59 38 81 81 4 5 1 0 3 13 32 4
0 2 32 84 57 0 70 39 43 47 12 29 7 1 0 15 37 2
2 8 20 91 20 0 55 58 77 76 18 19 8 0 1 17 53 2
1 4 45 92 34 0 50 59 72 80 5 4 0 0 0 8 11 4
10 9 23 91 25 0 51 60 69 77 9 5 1 0 0 14 26 5
1 4 20 82 23 0 58 51 76 65 5 4 4 1 5 24 19 6
























































































































































































































































































































































































 1  作物(稲を例として)の全DNAの塩基配列が決定され、有用遺








157 4 19 76 87 18 80 69 13
62  遺伝子組換え農作物の安全性を食品・環境の両面で検討
し、消費者にも理解してもらえる評価手法が開発される。 200 13 23 64 87 54 48 75 7
79  食品安全行政が一元化されるとともに、広範に食品の安全を








142 7 15 77 86 37 92 26 8
63  高齢者に特有の抗酸化機能、脳機能、咀嚼機能の低下を防




178 6 26 67 83 23 91 40 5
 8  生物学的な方法（天敵生物、フェロモン、アレロパシー等の
利用）を主とした作物保護の技術体系により、化学合成農薬の利
用が半減する。
217 16 20 65 82 22 84 39 5
16  生分解性の素材を利用した露地栽培用マルチフィルム、漁
具等の農林漁業資材や包装容器が普及する。 204 9 23 68 82 38 90 14 1
 9  局地的気象観測システムおよび、冷害、水害、干害、風害等
の被害を低減させる技術システムが普及する。 171 5 19 75 79 53 64 17 4
18  農業生産物および農業副産物を利用したバイオマスエネル
ギーの利用技術が普及する。 220 11 24 65 79 46 92 11 3
 7  土壌の微生物相の制御等の生物学的方法によって、作物の
連作障害回避技術が実用化される。 173 12 22 66 78 41 76 14 6
52  医薬品等有用物質の動物培養細胞による効率的生産技術





















































































































0 0 78 68 5 0 41 49 49 69 7 3 2 1 29 51 10 2
9 4 78 49 25 1 47 38 63 73 0 1 2 0 31 1 2 4
0 3 32 83 50 1 50 39 67 78 4 1 8 0 5 5 4 3
2 3 38 81 61 0 47 58 47 62 4 10 13 1 22 40 13 1
2 10 25 54 49 1 35 50 14 8 2 41 34 1 2 11 4 2
1 2 69 49 31 0 33 57 63 76 14 0 6 1 14 2 2 1
1 4 42 37 51 1 51 39 68 60 4 5 9 0 8 2 1 2
0 4 70 60 22 0 27 64 46 71 19 2 2 1 1 26 4 2
4 6 72 31 34 0 38 54 71 73 6 3 13 0 13 2 2 2
2 4 39 67 63 1 45 58 50 65 9 11 8 0 61 9 1 1
1 1 66 34 23 0 12 71 25 53 20 6 10 1 27 5 1 3
2 4 57 58 14 0 32 50 53 60 5 2 1 0 25 4 2 2
1 5 45 50 48 3 23 70 47 63 20 5 6 1 18 2 2 1
1 3 49 53 23 0 52 33 56 61 3 1 2 0 54 8 1 2

























































































































































































































































































































































































の有無を数日程度以前に予測できる技術が開発される。 94 11 19 70 95 50 31 79 21
51  高レベル放射性廃棄物の地層処分の安全性に関する評価
法が確立する。 88 17 30 53 92 55 69 40 5
63  二酸化炭素等温室効果気体放出の国際規制について、発
展途上国における削減も含めた全地球的な合意が形成される。 144 4 24 72 89 26 93 22 9
13  アジ、イワシ、サンマ、サバ等多獲性魚の魚種交替のメカニ
ズムが解明される。 75 16 19 65 89 57 57 44 29
57  火山体内部のマグマの状態が経時的に観測できるようにな
る。 79 10 28 62 88 22 38 76 27
27  東京湾、大阪湾等利用密度の大きい海域を対象とする湾全




104 12 21 67 83 35 48 63 20
53  日本における特定地点の集中豪雨による土砂崩れ、土石流
の予知・予報技術が実用化される。 99 4 20 76 82 35 21 83 5
15  大規模数値モデルによる、水産資源を含めた全地球的海洋
変動予測技術が実用化される。 132 11 27 62 81 46 87 28 32
22  赤潮の発生防止技術が普及する。 107 7 27 66 81 43 64 47 4
14  日本近海の海流の変動を予知・予報する技術が実用化され
る。 136 15 24 62 81 41 81 42 17
60  メタンハイドレート利用技術が実用化される。 115 13 24 63 81 81 47 23 3
 1  人工衛星による潮汐・津波観測が行われ、湾岸地形等の
データも合わせて津波予報システムが実用化される。 158 15 32 53 79 17 34 78 2

























































































































24 12 87 34 4 2 60 24 64 65 3 2 1 0 1 17 7 2
8 5 53 65 57 1 49 51 61 55 7 11 17 0 49 38 7 2
8 8 38 33 72 1 51 51 29 26 3 6 43 0 11 3 7 1
5 5 89 24 12 3 64 27 55 63 1 0 0 0 13 0 4 3
3 6 84 41 14 0 52 19 62 70 0 3 1 0 4 10 3 3
1 8 75 28 12 0 34 60 49 42 10 28 22 2 34 10 3 1
7 6 85 26 3 0 28 34 50 69 3 8 0 0 4 5 4 3
3 6 82 15 4 0 42 35 59 65 2 1 2 0 9 12 2 2
6 9 39 80 25 0 67 27 64 64 1 1 0 0 3 3 1 1
4 5 86 17 12 1 40 55 44 64 5 5 8 0 18 4 1 2
1 6 79 45 9 1 54 31 63 66 2 1 0 0 6 3 0 1
2 5 61 75 22 3 36 67 59 73 7 7 4 0 49 8 2 1
2 4 75 54 3 0 34 39 49 59 3 1 0 1 2 6 2 1
6 6 56 79 30 0 66 18 66 63 0 1 0 0 1 3 2 1

























































































































































































































































































































































































減される。 100 24 35 41 88 91 20 18 24
29  ギガビット級のグローバル衛星通信システムが普及する。 95 17 34 49 83 88 8 66 3
 8  VLBI(超長基線電波干渉法)、衛星レーザおよび逆レーザ測距と合成
開口レーダーによる地殻変動の測定精度がセンチメートル以下となり、
地震予知等に役立つようになる。
94 6 31 63 82 31 77 56 18




106 11 40 49 73 86 59 27 5
13  数十メガビット/秒以上の高速インターネット用コンステレー
ション型グローバル衛星システムが実用化される。 97 16 26 58 72 92 2 63 1
 1  衛星等により２４時間リアルタイムで地球全体の環境をモニタし、それ
らのデータを軌道上で処理し、地球上のあらゆる地域で入手し、直接利
用できるシステムが開発される。
111 23 44 33 72 33 97 26 11
24  軌道上における人工衛星の補給、点検、部品交換等のサー




91 24 29 47 61 88 10 11 12
 5  海上風速を1メートル／秒以下の精度で測定できる人工衛星
搭載用散乱計が実用化される。 86 6 35 59 61 26 77 34 15
27  自己故障診断機能および自己修復機能を有するフェールオ
ペレーショナル宇宙ロボットが開発される。 92 9 33 59 61 77 8 7 32
17  地球と宇宙ステーションの間を航空機のように運行し、使用




102 17 37 46 60 31 63 13 15
 6  10ナノメートル以下のスペクトラム分解能をもつ人工衛星搭
載用海色センサが実用化される。 74 5 38 57 58 31 84 28 24
 7  陸域における水、土壌水分、析出塩濃度、氷雪分布等を全
地球的に空間分解能1km以下で測定する人工衛星搭載用マイ
クロ波放射計が実用化される。





















































































































4 4 9 92 36 12 43 53 58 77 14 10 1 2 9 1 1 0
2 4 63 97 28 0 26 59 51 76 16 9 0 1 3 3 1 1
0 4 69 81 19 3 40 22 57 82 2 0 0 1 0 2 0 2
5 6 17 98 31 6 21 50 52 69 31 12 0 1 4 4 0 1
12 6 48 90 11 0 34 53 65 73 10 7 4 2 47 31 0 4
4 1 35 91 28 0 23 61 38 64 25 9 0 0 7 2 3 1
3 1 35 96 35 2 42 39 54 74 6 3 2 2 4 12 4 5
4 2 31 94 10 6 35 30 61 74 8 0 1 1 2 1 0 0
5 9 26 86 4 0 52 42 69 80 7 3 0 1 9 5 1 1
1 6 35 88 22 0 38 21 50 74 0 0 0 1 0 0 1 1
0 5 63 89 10 0 61 33 58 77 5 0 0 0 1 1 1 0
2 1 14 93 3 2 44 34 65 77 4 2 0 1 9 7 2 0
7 3 27 93 19 2 37 25 59 70 1 0 4 1 3 2 0 1
1 8 49 89 15 0 38 16 57 77 1 1 0 1 1 1 1 1

























































































































































































































































































































































































る。 104 24 22 54 94 30 81 4 5
53  環境性の良い高効率可搬型電源（電気自動車電源等）とし




162 10 28 62 86 63 86 38 2
13  LCA的な観点に立った都市ゴミからの有価物の合理的な回
収利用法が実用化される。 163 10 31 59 83 56 84 23 3
28  メタンハイドレートの採掘技術が実用化される。 134 9 34 57 83 75 67 5 2
35  変換効率20％以上の大面積薄膜太陽電池が実用化され
る。 139 14 32 53 80 65 81 9 4
19  迅速な水害、土砂災害予測情報が提供できるような精度の




140 11 21 69 79 14 65 76 2
24  河川、湖沼等の環境改善に資するとともに水利用を促進す
るための水質浄化技術が広範囲に実用化される。 151 17 22 62 77 24 60 81 2
66  ガソリン自動車なみの走行性能を有する電気自動車が普及
する。 154 14 21 64 77 58 84 43 1
58  自動車用高エネルギー密度（２００Ｗｈ／kg：鉛電池の５倍程




121 9 13 78 75 36 64 51 10
27  発がん性および内分泌かく乱性等を持つ微量水質汚染物
質に関する精度の良い環境影響予測技術が開発される。 125 6 22 72 73 14 58 81 7
71  家庭用固体高分子型燃料電池のコジェネレーション利用が
普及する。 137 26 26 49 73 55 72 53 3
74  現在の平均的な住宅に比べて冷暖房エネルギー消費が半





















































































































7 6 67 55 69 0 31 37 55 59 5 13 14 1 40 38 1 1
0 2 65 78 46 5 18 53 35 70 30 22 11 1 18 13 1 2
1 4 40 9 75 0 20 49 34 49 40 24 42 1 18 9 2 1
2 2 61 10 66 1 17 44 39 61 20 13 29 1 17 9 1 3
1 6 35 63 10 1 22 42 63 69 13 4 3 0 66 7 1 0
2 5 88 50 21 1 17 47 44 69 9 4 3 1 19 2 2 1
3 0 80 36 10 0 36 37 56 62 0 1 0 1 17 2 1 1
2 4 54 38 26 0 34 46 41 66 5 1 25 0 24 13 1 2
0 3 80 18 36 0 22 45 37 60 12 9 24 1 26 8 1 1
4 6 84 60 46 1 12 47 40 62 20 16 14 1 14 6 2 2
2 2 87 40 20 0 13 46 42 75 16 11 7 0 20 11 0 1
5 3 53 50 18 0 37 25 73 47 1 0 3 1 25 5 0 2
2 6 38 66 28 0 44 31 58 62 7 2 18 0 14 11 2 2
5 2 67 70 26 7 15 48 37 65 34 44 10 1 9 16 1 2































































































































































































































































































































































































151 5 23 73 90 44 62 67 2
38  ゼロエミッションを目的とした産業技術の再編成・複合化が進
み、産業廃棄物の埋め立て量が半減する。 192 13 31 56 89 68 78 49 5
40  地球環境保全のため、日本に環境税が導入される。 209 10 33 56 84 44 88 19 1
39  世界の二酸化炭素の大気中への排出量が1990年の20％減
まで低下する。 198 19 25 56 84 23 93 15 4
29  リサイクル・リユースしやすいようなLCA (Life Cycle




185 9 30 61 81 46 85 61 1
30  内分泌かく乱化学物質（いわゆる環境ホルモン）の低濃度・
長期ばく露による人体への健康障害が解明される。 152 7 22 72 77 14 64 72 17
37  ダイオキシン等のいわゆるPOPS（難分解性環境汚染物質）
を土壌、底質等から除去する技術が普及する。 163 9 25 66 75 31 65 69 3
31  難分解性化学物質の環境における運命等の知見が集積さ
れ、新規化学物質の運命を予知・予測する方法が確立される。 126 9 22 69 73 25 74 52 19
13  海洋汚染物質による海洋生態系への影響が地球規模で明
らかになる。 138 5 23 72 73 15 95 11 16
23  バイオテクノロジーを活用した排水処理システムによる難分
解性物質や有害物質の高効率の処理が普及する。 174 14 26 60 71 44 70 59 6
27  短期間使用容器・包装について、微生物に完全に分解され
る生分解性プラスチックが普及する。 183 11 24 64 71 36 74 61 4
 9  京都議定書で規制対象に追加されたSF6、HFC、PFCの3ガ
スの代替物質または代替プロセスが普及する。
172 6 26 69 69 42 89 10 3
36  環境汚染物質とアレルギー性疾患との関係が明らかになり、





















































































































0 1 88 33 37 0 12 61 33 54 16 3 54 1 15 11 2 3
0 1 87 32 36 0 13 59 32 52 15 2 51 1 15 9 1 3
2 4 58 17 63 0 24 61 33 51 22 16 59 1 16 7 5 3
0 6 16 11 83 0 7 26 6 6 4 7 79 1 6 6 13 6
21 9 48 17 71 0 23 56 34 44 10 6 63 2 13 4 7 3
0 3 52 25 72 0 21 57 30 36 19 11 53 0 13 7 4 3
1 3 81 54 63 0 10 49 30 54 17 14 53 2 16 8 4 2
4 7 35 80 49 0 48 34 66 70 2 1 13 0 11 14 7 3
3 7 49 56 33 0 27 58 53 66 13 3 29 0 27 12 1 2
6 12 21 72 29 0 51 32 60 65 2 1 16 1 17 22 6 1
5 7 30 71 18 0 46 25 67 65 3 1 5 1 17 7 2 4
2 3 69 56 29 1 32 56 50 65 10 3 16 1 30 11 3 2
3 5 66 48 33 1 17 58 38 56 16 7 39 1 33 11 5 2
1 2 65 62 33 0 15 55 50 63 7 2 20 0 34 12 1 2

























































































































































































































































































































































































ムが実用化される。 101 8 25 67 90 63 11 78 23
76  変換効率20％以上の大面積アモルファスシリコン太陽電池
が実用化される。 114 11 25 65 89 71 83 18 2
75  変換効率が50％以上の積層太陽電池が実用化される。 110 10 30 60 89 68 88 15 7
62  常温以上に転移点をもつ超電導体が開発される。 115 15 26 59 87 81 52 12 37
52  地球環境保護に必要な二酸化炭素固定化技術が実用化さ
れる。 163 13 25 62 85 33 94 4 7
53  太陽光で水を分解する水素生産プロセスが実用化される。 151 17 29 54 85 53 92 7 12
86  ナノメ－トルスケールの3次元集積加工技術が開発される。 107 14 30 56 85 89 11 11 21
85  1チップ当たり1テラビットのメモリが実用化される。 80 8 30 63 84 85 6 33 10
35  汎用プラスチックのリサイクルシステムが普及し、総生産量の
30％以上がリサイクル品となる。 162 12 30 58 84 35 93 13 3
33  従来の石油化学プロセスに代わり、再生可能な資源を用い
た高分子合成プロセスが普及する。 153 15 22 63 83 48 90 4 8
 3  がん等の患部に効率良く到達できる信号応答型ミサイルド
ラッグが普及する。 137 11 31 58 82 15 4 95 6
51  メタンから直接水素を製造する低温触媒プロセスが実用化さ
れる。 123 18 34 48 80 68 80 7 7
88  単一電子メモリ素子が実用化される。 87 11 32 56 79 84 3 13 22
89  分子・原子1個のスイッチング機能を利用した素子が開発さ
れる。 112 20 29 51 79 84 4 9 46
19  ５００Wh/lの容量をもつポリマー二次電池が実用化される。





















































































































0 1 27 93 19 0 55 47 59 63 17 9 6 0 2 23 46 0
4 5 84 51 10 0 18 54 40 70 18 4 4 2 9 6 0 1
15 8 74 63 15 0 20 50 45 68 15 6 5 1 12 5 0 1
17 22 72 70 21 0 50 33 51 58 1 0 0 0 3 11 0 1
7 8 64 53 27 0 35 40 55 66 6 1 7 0 19 4 0 2
6 5 76 58 22 0 32 43 52 71 8 3 1 0 17 4 1 1
1 2 76 82 16 0 43 55 53 76 3 2 0 0 7 8 0 1
0 0 78 76 5 8 29 58 45 73 10 1 0 0 8 8 0 0
2 3 50 23 64 0 14 56 36 42 22 7 34 0 18 12 1 2
3 7 44 62 26 0 25 58 45 53 10 5 12 1 19 8 0 2
0 5 47 78 17 0 32 53 41 55 10 11 1 0 1 39 12 1
3 3 70 72 22 0 29 52 38 68 8 5 3 0 22 5 0 2
3 3 68 83 16 0 44 40 52 74 6 0 0 0 8 6 0 1
9 5 46 79 21 1 60 38 62 70 2 0 0 0 9 5 0 2



































































































































































































































































































































































































147 13 29 58 87 37 91 9 1
41  二酸化炭素の回収技術の開発等が進展し、ゼロエミッション
ファクトリーが普及する。 110 8 15 77 86 30 92 6 1
19  0.01ミクロンルールLSI製造のための分解能１ナノメートルの
半導体微細加工・計測技術が開発される。 93 16 24 60 84 96 6 13 8
24  非化石エネルギー(風力、地熱、太陽光・熱、廃熱)の利用が
製造部門のあらゆる方面に普及する。 120 8 16 77 83 44 89 9 1
 2  分子・原子レベルでの物質製造制御技術により、材料をカス




117 14 29 57 80 79 3 62 3
25  コジェネレーションシステム（燃料電池、マイクロガスタービ




101 13 19 68 79 52 88 4 3
46  太陽エネルギーと生体システムを利用し、有機物を分解して














137 25 37 38 76 90 8 11 5
21  デジタル化の進展と産業用ロボットの高度化が、製造業に従





















































































































1 2 45 5 82 0 24 62 60 44 11 17 61 0 6 6 2 2
3 1 47 17 70 0 33 67 55 55 9 17 36 0 6 6 3 2
1 3 56 8 76 0 20 59 50 50 10 12 52 0 4 9 3 2
4 2 49 13 68 0 21 64 52 67 5 9 40 0 5 6 0 2
2 5 76 55 5 1 24 58 59 65 8 0 0 0 3 4 1 1
5 2 32 37 70 1 13 50 50 63 15 25 22 0 16 3 0 2
1 2 47 77 9 0 39 44 59 68 5 0 0 0 21 8 2 1
1 3 77 60 16 0 27 59 49 64 13 2 2 0 5 6 8 1
1 1 72 62 29 0 14 58 24 53 21 41 11 0 13 9 0 2
0 2 64 42 28 0 29 52 54 63 8 19 4 0 4 13 0 2
6 10 35 56 38 0 32 45 65 73 10 7 7 0 11 4 0 1
7 6 9 86 34 0 39 84 20 16 14 43 7 1 0 5 10 3
8 3 13 73 13 1 52 58 42 42 6 5 0 2 0 6 20 2
0 0 60 80 13 0 16 61 31 59 17 4 0 1 1 11 3 2



























































































































































































































































































































































































98 10 27 63 86 39 92 14 4
 9  食品分野でパッケージを含めて流通過程における廃棄率ゼ
ロもしくは１００％循環型の商品開発が８割以上の企業に普及す
る。




100 14 32 54 68 38 83 24 2
 3  主要なデパート、スーパーマーケット・チェーン、コンビニチェーンに
おいて、買い物弱者（高齢者、子供連れ、車椅子の利用者など）にも対
応できる小売店舗が８割を超える。
106 32 29 39 66 36 3 96 2
33  国際的に統一されたＥＤＩ（電子データ交換）フォーマットが８




95 9 26 64 63 24 33 80 7
22  国際的に規格化されたパレット、コンテナが８割以上の企業













105 23 45 32 52 85 6 28 4
 5  別々の企業に注文された多様な商品を一括して届ける宅配




78 8 28 64 52 46 1 85 3
21  製品識別、品質コントロール、流通過程における製品追跡等





























































































































4 3 7 15 74 0 17 57 60 27 13 13 52 0 1 9 7 6
8 6 3 13 77 1 9 57 26 27 12 13 66 0 8 8 4 7
7 3 8 19 74 0 12 50 23 7 4 10 62 2 4 5 16 4
3 1 4 40 78 0 18 15 8 8 10 22 60 0 1 14 8 5
8 2 14 89 20 0 23 58 33 15 5 19 19 2 1 17 16 4
7 9 5 58 53 0 18 56 23 11 5 15 62 1 2 2 24 4
2 10 11 70 34 0 9 57 18 11 4 20 36 3 6 8 3 6
8 2 15 77 8 0 34 52 38 20 14 7 1 0 5 5 16 8
2 4 47 68 6 0 17 53 44 22 7 13 2 2 6 12 6 4
14 5 15 90 11 0 22 49 50 21 12 31 10 2 3 29 17 4
16 0 28 46 3 0 8 21 8 5 22 73 6 2 7 36 5 5
0 6 9 82 10 1 19 51 27 15 13 32 35 1 0 31 19 4
4 6 27 80 10 0 10 51 46 17 4 10 11 4 1 20 5 4
12 7 18 76 7 0 20 37 40 21 5 20 7 3 2 21 12 4





























































































































































































































































































































































































103 13 24 63 85 43 89 11 3
11  情報技術の進歩により、ネットワーク上の犯罪が現在の半分
程度まで減少する。 111 14 23 63 83 82 11 41 12
 5  「エコデザイン」および「グリーン調達」の導入など、環境に配
慮したモノ作りが経営のスタンダードになる。 120 22 38 41 80 36 93 21 3
13  企業の財務データのより一層の情報公開が義務づけられ
る。 115 23 28 50 74 95 3 10 3
 6  中途採用が盛んになり人材の流動化が現在の米国並にな




118 36 31 33 74 95 21 20 2
37  知識社会への移行に伴い、知識集約型産業の生み出す総
付加価値が全産業の付加価値の過半を占めるようになる。 107 20 28 52 72 81 2 7 46
19  ほとんどすべての企業間取引が電子決済で行われるように
なる。 122 20 42 39 72 91 4 16 2
12  グローバルな人材管理を行うために、精度のよい自動翻訳シ
ステムが実用化される。 106 12 30 58 72 82 17 28 48
10  業務の効率化のため、オフィス内のほとんどすべての情報が




108 27 22 51 67 85 2 3 34
31  英語が我が国におけるほとんどの国際企業の標準語となる。 113 18 29 53 67 82 19 8 25
24  我が国の労働人口に占める外国人労働者の割合が１０％を
超える。 104 8 25 67 66 80 23 13 7
 2  企業経営の根幹である知識創造を支援する情報技術が開発





















































































































5 8 8 75 19 0 49 55 60 43 25 25 4 1 5 17 23 0
2 4 15 11 82 0 13 58 24 17 9 18 75 0 9 17 7 1
42 3 8 89 3 1 32 38 34 40 5 4 62 1 0 31 32 0
1 1 24 15 92 1 17 44 28 25 3 9 68 0 5 4 6 3
1 2 5 96 15 0 17 15 3 2 3 18 77 1 2 7 17 3
6 2 2 97 10 2 54 16 1 1 20 62 6 1 0 14 52 2
10 7 32 77 5 0 16 35 11 12 14 34 5 3 3 19 14 0
7 15 3 79 10 0 69 36 24 19 28 12 4 0 0 4 28 2
2 2 7 96 11 0 12 22 11 9 4 84 38 2 0 49 18 2
2 2 64 25 8 0 27 37 49 75 1 0 3 0 0 6 36 1
3 2 14 92 5 1 40 14 18 16 3 52 6 4 2 24 24 1
4 7 5 86 6 0 81 55 19 16 5 4 2 0 0 3 20 3
18 2 2 68 45 7 85 12 2 3 2 11 2 2 0 3 60 3
9 4 1 79 56 1 16 7 1 0 0 78 49 2 0 41 61 0
























































































































































































































































































































































































26  高レベル放射性廃棄物の処分技術が実用化される。 71 10 15 75 91 49 86 31 4
 4  地殻の歪みの分布や過去の地震履歴の分析等により、中期
的(5～10年程度先)な大規模地震(M8以上)の発生を予測する技
術が日本で実用化される。
155 5 30 65 88 50 11 81 5
 3  地震検知の全国ネットワークが構築され、50km程度以上離
れた地震に関して地震到達前に情報が伝達される防災システム
が日本で普及する。
167 10 27 63 87 48 5 81 3
14  巨大地震発生時の構造物や地盤の挙動を正確にシミュレー
トする技術が日本で普及する。 166 27 31 42 84 70 6 77 8
 1  局地的な気象の予報に基づき、河川、道路等における災害
による人的被害を大幅に減少させる、警報・予報・避難・規制シ
ステムが日本で普及する。
183 10 25 66 84 43 8 86 2
 2  大都市における大規模な地震、火災時のパニック防止のた
め、社会心理学、行動心理学に基づく災害予報、情報伝達シス
テムが実用化される。
176 7 27 66 82 33 6 91 1
15  商用原子力発電所の廃止措置に対応できる、安全でかつ合
理的な解体撤去技術が日本で実用化される。 94 6 26 68 80 56 74 46 1
16  非破壊検査により、既存構造物の基礎構造の健全性を調査




138 9 21 70 74 23 87 44 6
 7  自然災害発生時に都市基盤施設・ネットワークの被害状況を
リアルタイムでモニタリングする技術が日本で開発される。 185 10 32 57 73 44 1 85 2
20  CO2、NOx、フロン等を、主発生源である都市部において吸
収・固定化するアクティブ環境浄化施設が日本で普及する。




89 3 7 90 72 24 84 64 3
27  コミュニティ単位での未利用エネルギーの活用や廃棄物そ
の他のリサイクルが日本で普及する。 147 9 15 76 72 40 81 56 3
 9  上下水道、電気、ガス等のライフラインの防災性を向上する

























































































































4 1 24 66 73 0 21 63 61 68 3 7 20 1 44 23 7 1
23 7 91 24 2 0 33 35 65 58 2 2 1 5 2 19 4 3
7 5 92 25 1 0 18 50 53 65 2 4 4 2 1 20 1 2
2 1 94 43 1 0 30 46 49 83 2 3 2 0 2 10 2 2
1 4 67 38 2 0 26 63 33 58 4 7 10 2 5 15 4 4
2 5 28 70 3 0 35 57 48 45 1 8 4 1 1 16 6 1
3 3 31 69 56 0 22 62 35 72 3 13 9 1 29 27 1 1
1 1 87 30 8 0 23 55 31 75 13 8 7 1 2 7 1 2
7 5 22 31 62 1 35 41 62 68 4 4 18 1 22 1 1 1
0 1 51 65 4 0 15 71 43 70 4 5 3 0 2 12 4 1
6 9 36 27 43 0 22 59 42 72 19 5 17 2 19 1 4 3
0 2 43 53 30 0 27 54 53 69 26 17 9 0 24 3 0 2
2 3 24 12 80 0 22 56 32 50 35 28 29 3 17 5 3 1
0 1 67 45 1 0 6 63 35 56 9 14 5 0 0 14 1 2



























































































































































































































































































































































































122 9 18 73 88 20 90 47 1
26  燃料電池(Fuel Cell)を搭載した、電気自動車が普及する。 158 6 22 73 83 34 91 22 3
30  自動車のリサイクル技術が進んで、廃車のごみ問題が解決
する。 132 3 18 79 82 34 91 22 1
23  ITS技術を応用した衝突防止システムにより、交通事故死者
数が半減する。 150 11 22 67 79 32 2 93 0
 7  プレート境界地震の初期微動を適切な箇所で検知し、（予測
される地震動に対応する）破壊危険箇所を避けて列車を安全に
停止させるシステムが開発される。
133 9 28 63 75 32 7 77 3
11  省エネや環境改善のため、方向別交通量等を把握して最適
な交通流を実現する都市内道路交通管理システムが普及する。 163 9 23 69 73 72 48 62 0
57  高齢者や障害者が気軽かつ安全に日常生活圏を自由に移
動できる公共交通機関と環境が整備される。 173 12 19 69 71 21 2 94 1
44  FRP船の、機械的粉砕、焼却、薬物等による、安全で簡易な




119 7 18 76 67 16 38 79 2
 9  レール、車輪への新材料の利用や構造物、車両構造の技術改善に
より、新幹線において、時速350kmで騒音の環境基準（住宅地で70デシ
ベル以下）を満たした連続走行が可能となる。








172 16 22 62 65 31 34 86 1
 4  労働力不足への対応および安全性向上のため、ロボット技術
等の利用により、車両、構造物、線路、電車路等の検査・保守の
効率化・自動化が普及する。
176 20 30 51 64 80 6 24 3
32  外海で60年程度の使用に耐える3000メートル級の滑走路を
持つ浮体式海上空港が実用化される。 131 24 27 49 63 88 34 27 2
31  透水性道路舗装が普及し、地下水の涵養、ヒートアイランド





















































































































0 2 79 16 35 0 7 47 24 64 10 3 44 0 4 4 0 4
0 1 69 62 41 3 10 49 39 73 18 11 17 1 6 6 1 6
6 1 33 11 71 0 5 48 26 48 27 7 48 0 8 6 2 2
7 3 63 54 21 0 3 53 31 63 8 11 14 0 1 25 4 1
12 7 82 2 1 1 14 38 40 69 2 2 1 0 0 17 2 4
0 3 63 35 32 1 9 63 31 52 9 19 10 1 3 17 2 4
2 5 22 19 70 1 9 50 27 60 17 20 14 2 0 17 2 2
1 3 62 14 22 0 13 45 33 68 16 6 24 0 24 8 1 1
8 3 59 17 28 0 5 48 24 67 9 6 29 0 3 11 0 3
5 4 88 1 30 0 14 37 39 77 3 6 2 0 24 18 0 3
1 5 20 90 29 0 25 46 37 76 1 8 5 1 0 39 0 0
1 3 37 32 63 1 6 53 22 53 14 26 21 1 2 12 2 2
1 3 85 4 22 0 17 46 18 65 10 23 2 1 1 34 8 3
5 5 89 8 2 0 7 53 34 65 8 22 3 2 44 13 1 2



























































































































































































































































































































































































54 2 19 80 94 72 85 13 4
24  製造分解技術などの進歩によりゼロエミッション化が急速に
進む。 56 7 20 73 81 50 80 14 4
 4  車いすや歩行器等の高性能化、公共交通機関のバリアフ
リー化、バリアフリーの街づくり等により、障害者の社会生活が格
段に拡大する。
99 14 28 58 80 34 2 93 6
18  登校拒否、学級崩壊、学習障害等のメカニズムが明らかにな












61 13 26 61 70 85 11 38 2
 5  末期医療において、人間が安楽に心の安らぎのなかで終末




86 8 19 73 66 66 2 67 20
23  届出、手続きなどに関してネットワークによる役所の窓口サー




66 9 36 55 64 82 3 14 5
39  防災、防犯、介護支援機能を有する家庭用セキュリティシス




62 18 35 47 63 87 0 3 10
33  ITS(高度道路交通システム)の普及により、安全に自動車旅

























































































































2 4 31 2 54 0 11 52 63 54 35 11 48 0 24 7 2 4
0 2 23 11 70 2 20 55 54 48 9 14 48 0 4 13 2 7
2 1 5 48 71 2 28 62 28 39 13 28 28 5 3 27 3 3
16 10 13 29 16 0 79 21 37 19 1 12 3 3 1 10 22 2
3 7 10 87 19 1 19 53 11 9 3 33 74 0 0 3 37 3
1 8 7 19 60 2 55 34 11 7 15 46 24 2 0 16 27 2
5 2 5 92 7 2 23 54 36 31 5 21 39 2 0 49 23 2
2 3 2 59 48 0 68 30 44 26 4 24 9 3 1 8 55 1
1 0 12 56 26 1 71 41 23 20 14 16 3 0 0 7 15 0
0 0 14 68 13 2 15 27 19 5 0 77 16 2 0 40 10 4
9 2 3 77 8 0 21 30 36 15 8 53 29 3 0 55 9 0
0 2 30 69 6 0 16 54 46 34 21 31 8 0 0 33 20 2
3 0 47 89 3 2 40 32 34 60 26 3 0 0 5 11 3 6
4 1 67 52 12 1 19 60 53 52 8 37 15 0 12 36 4 1
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１．情報・通信 96 347 294 85% 293 227 77% 223 2 2 22 100 85 19 1 121 88 11 5 2 195 32
２．エレクトロニクス 69 318 273 86%273 216 79% 214 2 27 101 77 10 1 156 48 5 5 1 1 203 12 1
３．ライフサイエンス 88 287227 79% 227 174 77% 163 11 16 62 68 28 37 107 17 12 1 153 21
４．保健・医療 94 272 210 77% 210 156 74% 152 4 1 5 54 67 29 6 127 16 5 2 93 63
５．農林水産・食品 79 386 369 96% 369 317 86% 296 21 2 24 77 158 49 7 43 97 142 21 14 272 45
６．海洋・地球 65 256 230 90% 230 198 86% 193 4 1 1 17 55 92 27 5 1 37 89 46 18 7 1 167 30 1
７．宇宙 40 160 143 89% 143 120 84% 118 2 3 30 63 23 1 10 36 20 50 4 106 14
８．資源・エネルギー 78 321 263 82%263 226 86% 219 5 2 3 19 61 115 24 4 65 79 24 50 8 191 34 1
９．環境 40 361 294 81% 294 249 85% 241 8 3 17 81 119 26 3 61 92 34 57 5 211 37 1
10．材料・プロセス 103 331 28787% 285239 84% 235 4 2 11 61 113 47 5 65 135 26 8 4 1 220 19
11．製造 52 212 198 93% 198 167 84% 164 1 2 1 7 38 86 31 4 92 58 4 6 7 125 42
12．流通 40 171 144 84% 144 113 78% 107 4 2 18 34 51 7 3 29 76 1 2 5 79 34
13．経営・管理 38 212 170 80%170 127 75% 121 3 3 16 23 47 29 11 1 71 40 1 3 11 1 50 76 1
14．都市・建築・土木 73 329 274 83% 273 221 81% 214 6 1 43 76 82 16 4 43 117 47 12 2 187 34
15．交通 60 290 272 94% 272 232 85% 226 2 4 3 17 60 106 41 3 2 84 65 41 36 3 3 130 100 2
16．サービス 50 195 165 85% 165 124 75% 112 12 3 12 38 44 19 8 38 52 5 21 8 69 55
合計 106544483813 86%38093106 82%2998 91 17 19 274 951 1373 425 59 5 9581306 440 311 84 7 2451 648 7






















































































委員長 牧 野 　昇 （株）三菱総合研究所特別顧問
副委員長 軽部　征夫 東京大学国際・産学共同研究センター長（ライフサイエンス）
委　員 相磯　秀夫 東京工科大学学長（情報･通信）








委　員 沼 田 　潤 武蔵工業大学環境情報学部教授（経営･管理）
委　員 月尾　嘉男 東京大学大学院新領域創成科学研究科教授（都市･建築･土木）
委　員 石田　東生 筑波大学社会工学系教授（交通）









委　員 相 田 　仁 東京大学大学院新領域創成科学研究科教授
委　員 有 澤 　誠 慶應義塾大学環境情報学部教授
委　員 小花　貞夫 (株)ＫＤＤ研究所取締役
委　員 河合　直樹 ＮＨＫ放送技術研究所　研究企画　担当部長
委　員 清 木 　康 慶應義塾大学環境情報学部教授
委　員 後 藤 　敏 日本電気(株) 情報通信メディア本部支配人
委　員 多賀　登喜雄 ＮＴＴ移動通信網(株)ワイヤレス研究所電波研究室長
委　員 林 　 弘 (株)富士通研究所コンピュータシステム研究所所長
委　員 水澤　純一 青山学院大学理工学部情報テクノロジー学科教授
委　員 南 　正 名 (株)東芝　情報・社会システム社ＳＩコンサルティング事業推進室理事
＜エレクトロニクス分科会＞
主　査 石 原 　宏 東京工業大学フロンティア創造共同研究センター教授
副主査 石川 　元 (株)富士通研究所顧問
委　員 高須　秀視 ローム（株）半導体研究開発本部取締役本部長
委　員 武谷 　健 ＮＴＴ通信エネルギー研究所所長
委　員 坪内　和夫 東北大学電気通信研究所教授
































副主査 鈴木 　修 農林水産技術会議事務局研究開発官
委　員 板橋　久雄 東京農工大学農学部生物生産学科教授
委　員 犬伏　和之 千葉大学園芸学部生物生産科学科教授
委　員 河部  暹 農業環境技術研究所環境生物部長
委　員 垰田 　宏 森林総合研究所森林環境部植物生態科長
委　員 田島 　眞 実践女子大学生活科学部教授
























委　員 大谷 　繁 (株)荏原製作所エンジニアリング事業本部企画調査室副部長
委　員 桑野　幸徳 三洋電機(株)代表取締役社長




委　員 早川  哲夫 麻布大学環境保健学部環境政策学科教授
委　員 藤元 　薫 東京大学大学院工学系研究科教授
委　員 松島　綱治 東京大学大学院医学系研究科教授
委　員 松橋　隆治 東京大学大学院新領域創成科学研究科助教授
委　員 山口 　務 (財)地球環境産業技術研究機構専務理事
＜材料・プロセス分科会＞
主　査 弘岡　正明 流通科学大学副学長






委　員 桑 原 　裕 (株)日立製作所研究開発本部グローバリゼーション統括




















































委　員 中 村  亮 土木研究所研究調整官
＜サービス分科会＞




委　員 木村　伊九夫 (株)日立製作所 I.e.ネットサービスグループ副グループ長
委　員 新宅　純二郎 東京大学大学院経済学研究科助教授






委　員 青 木 　保 政策研究大学院大学政策研究プロジェクトセンター教授
































元特別研究員 田中　清隆 （平成 12年 7月まで）
事務補助員 早 坂 　ルミ
　　〃 山上　奈緒子
◎ 未来工学研究所
主任研究員 菊 田 　 隆
　　　〃　　　 佐脇　政孝
　　　〃　　　 小林　俊哉
　　　〃    渡辺　義弘
　　　〃    今井　久美子
研究員 上野　伸子
　　　〃　　　 笠 井 　 祥












＜参考資料７＞   イラストで見る技術予測 
イラスト：松本零士 
車いす等の高性能
化、公共交通機関
のバリアフリー化、
バリアフリーの街
づくり等により、障
害者の社会生活が
格段に拡大する。
（２０１２年） 
©松本零士 
©松本零士 
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砂漠地帯で 100MW 級太
陽光発電システムが実
用化される。（２０２０年） 
高速道路等において、目的地を設定するだけで安全・円滑に自動
走行する自動運転システムが実用化される。（２０１７年） 
©松本零士 
©松本零士 
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一般客を対象とした宇宙往還機が開発される。（２０２７年） 
水深 10,000m用の資源探査
ロボットが実用化される。（２０
１５年） 
©松本零士 
©松本零士 
